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商号 株式会社 SBI新生銀行

（英語表記：SBI Shinsei Bank, 
Limited）

所在地

（本社）
〒103-8303
東京都中央区日本橋室町2-4-3
日本橋室町野村ビル

創立 1952（昭和27）年12月

代表取締役社長 川島 克哉

資本金 1,785億円

総資産（連結） ２4兆7，413億円

連結自己資本比
率

９．68％（バーゼルⅢ 国内基準）

従業員数（連結） 5,828人（単体2,419名）

国内本支店数 23本支店、3出張所

長期格付

R&I： A （安定的）
JCR： A （ポジティブ）
S&P： BBB （安定的）
Moody’s： Baa1（安定的）

はじめまして、SBI新生銀行です！

「SBI新生銀行」へ
(非上場化)

2025

2021

2023

2
1952

2000

日本長期信用
銀行設立

「新生銀行」へ

SBIグループ入り

公的資金を完済
東証プライム市場へ再上場

公的資金を完済
東証プライム市場へ再上場

※2026年3月末時点

上場会社として
新たな成長ステージへ
上場会社として

新たな成長ステージへ
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SBIグループの企業生態系

5つの経営理念

3

05
社会的責任を
全うする

01
正しい倫理的
価値観を持つ

02
金融イノベーター

たれ

03
新産業

クリエーターを
目指す

04
セルフ

エボリューションの
継続

1 「顧客中心主義」の徹底

2 「企業生態系」の形成とシナジーの徹底追求

3 革新的技術に対する徹底的な信奉

4 近未来を予見した戦略の策定と遂行

5 公益は私益につながる

6 金融を核に金融を超える

事業構築の基本観

SBIグループ ブランドメッセージ

SBIグループは、金融を超えて、社会の進化をデザインします。

AIやブロックチェーンなどの革新的なテクノロジーで、

一人ひとりに最適な顧客体験を提供すること。

投資・保険・健康・メディア・文化といった人生のさまざまな領域をつなぐこと。

地域社会の中へ、そして世界へ進化の輪を広げること。

金融のその先にある質の高い豊かな人生を、

ひとりでも多くの人に届けるために。

（2026年3月末時点）
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✓ ノンリコースローン：融資対象の不動産や事業から
得られる収益を主な返済原資とするローン。返済は
担保の範囲内に限定

✓ プリンシパルトランザクションズ：銀行が自己資金で
企業に直接投資し、事業承継や成長支援をする投
資業務

法人営業

◼ 事業法人、公共法人、金融法人向けの金融

商品・サービス

◼ アドバイザリー業務

◼ シンジケーション業務

◼ ウェルスマネージメント業務など

ストラクチャード
ファイナンス

◼ ノンリコースローンなどの不動産金融業務

◼ プロジェクトファイナンス・スペシャルティファイナン

ス（船舶航空機、M&A関連ファイナンスなど）

◼ ヘルスケアファイナンスに関する金融商品・

サービス

◼ 信託業務など

プリンシパル
トランザクションズ

◼ ベンチャービジネス関連業務

◼ 事業承継業務

◼ プライベートエクイティ業務

◼ クレジットトレーディング業務など

昭和リース ◼ リースを中心とする金融商品・サービス

市場営業
◼ 外国為替、デリバティブ、その他のキャピタル・
マーケッツ業務

SBI新生銀行グループの業務

多様なソリューションで

企業の成長を支える

各数値データは2026年3月末時点 4

法人業務

5.7兆円

業務粗利益

営業性資産

法人営業

ストラクチャード
ファイナンス

昭和リース

1,200億円

2.3兆円

0.6兆円

用語解説
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リテールバンキング
◼ 円預金・外貨預金

◼ 住宅ローンなどの金融商品販売・サービス

◼ 投資信託の販売・サービス

◼ 提携先を通じた証券仲介業務、

生命保険業務、損害保険業務

新生フィナンシャル
商品ブランド：レイク

◼ 無担保カードローン業務

◼ 信用保証業務

アプラス

◼ ショッピングクレジット業務

◼ カード業務

◼ ローン業務

◼ ペイメント業務

SBI新生アセット
ファイナンス

◼ 投資用マンションローン
◼ 不動産業者向けファイナンス

SBI新生銀行グループの業務

多彩な金融サービスで

お客さまの豊かな未来を支える

各数値データは2026年3月末時点 5

個人業務 円預金残高

口座数

7.8兆円

リテールバンキング

リテールバンキング

433万口座

リテール
バンキング

コンシューマー
ファイナンス

2.3兆円

2.6兆円

営業性資産

銀座フィナンシャルセンター

✓ コンシューマーファイナンス：個人のお客さまの資金
ニーズを支えるローン・クレジット・決済サービス事業

用語解説
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過去最高益*を更新し、収益力は新たな水準へ
*2000年以降

業務粗利益

2025年度 連結業績

純利益

3,346億円

過去最高過去最高

1,134億円

609
507 514 523 455 451

203
427

579

844

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

億円
純利益推移

6

1,134



77

単体:2,419人

1,134億円
連結

純利益

9.68%
連結

自己資本比率
（バーゼルⅢ国内基準）

従業員数

23店舗店舗数

433万口座
総資産 24.7兆円

預金量 17.3兆円

営業性資産 18.0兆円

顧客数
（リテール口座数）

営業基盤

財務基盤（連結）

健全性

収益力

顧客基盤

2025年度実績

各数値データは2026年3月末時点

連結:5,828人

SBI新生銀行 主な活動指標（KPI）

3出張所

前年比＋11.9％

前年比＋34％

前年比＋35bps

前年比＋4.4兆円

前年比＋2.7兆円

前年比＋3.7兆円
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家計金融資産の変化 「貯蓄から投資へ」

現金・預金

52.1 
保険・年金等

29.6 

株式等, 
10.0 

投資信託
4.1 

その他
2.8 

債務証券
1.4 

15,825 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20/3 21/3 22/3 23/3 24/3 25/3 26/3

証券口座数

出所：日本銀行 「時系列統計データ」より当行作成

現金・預金保有比率は10年で4.9ポイント減少
「貯蓄から投資へ」の流れが加速

家計金融資産（資金循環統計） SBIグループの証券口座数・預り資産＊

＊SBI証券、SBIネオトレード証券、FOLIOを含む

（千口座）

1,500万口座突破

50.1

66.1

0

10

20

30

40

50

60

70

25/3 26/3

証券預り資産

前年同月比
＋31.9％

（兆円）

外部環境の変化

マクロ環境

株 高

株式・投信の評価益が拡大・個人資産拡大

¥

投資信託への資金流入
% インフレ

現預金の実質的な目減り

新NISA
iDeCo

個人投資家のすそ野拡大・投資信託等への資金流入

現金・預金

47.2 

保険・年金等
24.4 

株式等, 
16.7 

投資信託
6.9 

その他
3.3 

債務証券
1.5 

FY2025FY2015

▲4.9
ポイント

◼ 家計の金融資産は、過去10年で現預金から投資資産に大きく変化

（単位：％）

8
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0.13

0.87

1.29

1.43

兆円

47 

270 

460 

581 

25/9 25/12 26/3 26/6

SBIハイパー預金残高

SBIハイパー預金口座

（千口座）

個人業務：SBIハイパー預金

◼ SBIハイパー預金は、SBI証券と連携した円預金。預け入れたお金は、お客さまのSBI証券口座の
買付余力に自動的に反映し、株式や投資信託、債券などの証券取引に利用可能

◼ 証券取引に伴う精算代金は、受渡日にSBIハイパー預金とSBI証券口座との間で自動的に資金振替
（預り金自動スィープサービス）

◼ SBIハイパー預金は元本保証、かつ、預金保険制度の対象

変わる家計資産、その受け皿へ

9
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2

日本成長戦略*1

◼ 日本成長戦略等の施策による経済効果としては、
2040年度に官民投資額累計370兆円超と試算

出所：各種公表資料に基づき、当行作成。
*1：内閣官房ホームページ「日本成長戦略」（2026年6月）
*2：国土交通省ウェブサイト「平成30年11月30日「第16回 国と地方のシステムワーキング・グループ」、2023年の値は2018年時点での予想値
*3、5 ：国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（令和5年推計）」
*4：中小企業庁「2024年版中小企業白書」

◼ 政府が掲げる日本成長戦略に基づき、2040年度までに累計370兆円を超える官民投資額を見込む
◼ 地域経済におけるビジネス機会に対応すべく、地域金融力強化の必要性

① AI・半導体 ② デジタル・サイバー
セキュリティ

③ 情報通信

④ 量子 ⑤ 防衛産業 ⑥ 航空・宇宙

⑦ 海洋 ⑧ 造船 ⑨ マテリアル

⑩ 合成生物学・
バイオ

⑪ 創薬・先端医療 ⑫ 資源・エネルギー
安全保障・GX

⑬ フュージョン
エネルギー

⑭ 防災・国土
強靭化

⑮ 港湾ロジスティ
クス

⑯ フードテック ⑰ コンテンツ

＜戦略17分野＞

地域経済におけるビジネス機会

国内のインフラ維持
管理・更新費推計*2

インフラ老朽化

将来推計人口*3

人口減少

データセンターへの
設備投資額

DC整備

後継者不在率*4

後継者不在

再エネ発電システム
への設備投資額

エネルギー政策

生産年齢人口*5

人手不足

6.4兆円
(2028年)

54.5％
多くの地方県で

20-40％減
(2020年対比2050年)

1,300万人減
(2040年)(2023年)

資金需要の拡大と地域金融力強化の要請
外部環境の変化

10
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第4のメガバンク構想

◼ SBI新生銀行が培った金融ノウハウ・実行力を、SBIグループの総合金融力と融合させ、全国の地域
金融機関とのオープン・アライアンス*を通じて、日本の成長資金の循環を支える「第4のメガバンク」の
実現を目指す

◼ 「公益は私益につながる」というSBIグループの事業構築の基本観のもと、地域金融機関とともに地方
創生を支え、持続可能な成長機会・価値創出を実現

日本の成長資金、そのつなぎ手へ

「オープン・アライアンス」戦略により、地域金融機関や異業
種との連携を通じて一大勢力を確保し、その中核として
唯一無二のバンカー集団となる

• 人口減少の中でも、日本に不可欠な特色ある産業を
各地で維持・育成

• 地方の生活者が時代に取り残されることなく、最先端
の金融サービスへアクセス

• 行政・住民・メディア・事業者・金融が協働して地域を
強化

Output

Outcome

強みと課題を地域金融機関と
相互に補完し合い、課題を解決

強み

案件組成力・実行力

課題

案件創出のための顧客基盤

強み

地域での人脈・信用

課題

高度な金融ノウハウの不足

オープンアライアンスSBI新生銀行グループ

自己変革・進化

地域金融機関

* SBIグループの基本戦略。SBIグループの企業生態系を拡大・進化させていく、閉鎖的経済圏とは対照的な「開放型」の連携スタイル
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次世代金融：国内初の信託型円建てステーブルコイン(JPYSC)

◼ JPYSCは、日本円と１：１で連動し価格が安定するよう設計されたデジタル通貨。2026年6月に
国内初の信託型円建てステーブルコインとして提供を開始し、大口決済や法人利用にも対応可能な
”デジタル時代の日本円“として新たな市場の創出を目指す

◼ こうした市場拡大を見据え、SBIグループはこの新たな決済インフラを起点に、伝統的な金融市場と
オンチェーン金融市場をつなぐ次世代金融インフラの実現に挑戦

基本スキーム

日本国債

JPYSC
利用者

普通・定期
預金

運用

ブロックチェーン

JPYSCとは

“日本円”が進化する、次世代金融インフラへの挑戦

12

ブロックチェーン上で使える「日本円」

＝

1JPYSC 1JPY
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親会社株主に
帰属する
純利益

384億円

前年度通期1,134億円に対し34％

2026年度 第1四半期：収益力の改善が鮮明に

13

業務粗利益 1,043億円

通期計画3,620億円に対し29％

実質業務
純益 589億円

過去最高*

* 2004年度以降の第1四半期決算

税引前
純利益 520億円

通期計画1,320億円に対し40％

過去最高*

過去最高*

業務粗利益の推移

税引前純利益の推移

104.3

0

20

40

60

80

100

120

52.0

▲10

0

10

20

30

40

50

60

実質業務純益の推移

純利益の推移

58.9

0

10

20

30

40

50

60

70

38.4

▲10

0

10

20

30

40

50

初の1,000億円台
達成*

初の500億円台
達成*

初の500億円台
達成*

◼ 業務粗利益：資金利益は、法人・個人業務での利鞘収益拡大、証券投資・国債の金利収入の拡大等により増益。非資金利益
は、安定収益に加え、多様な収益が寄与

◼ 当年度より中間配当の導入を決定。年間配当予想額は1株あたり42円以上の水準を目指す
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成長の成果を、株主の皆さまへ還元

株主還元の基本方針

年間配当予想

42円00銭

安定的な株主還元の実施

株主還元成長資本強化

以上を目指す

中間配当

10円00銭

2026年度 2026年度

14

期末配当

42円00銭

2025年度

※いずれも1株あたり

⚫ 当行は、企業価値の向上と株主の皆さまへの利益還元を重要な経営課題と認識しております。
⚫ 当行は、財務健全性の維持を前提に、成長投資のための内部留保の確保と安定的な配当
実施とのバランスを踏まえた資本配分を基本方針とし、利益成長を通じた1株当たり配当金の
増加を目指します。
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株主優待制度
2026年3月31日時点の株主名簿において100株以上を保有する株主さまは、

SBIグループが提供する2つの優待メニューの中から、いずれか1つをお選びいただけます。

※各優待の受取条件・申込方法・発送時期などの詳細は、株主優待のご案内をご確認ください。

暗号資産 XRP アラプラス ゴールドEX

次世代の資産体験を

2,000円相当

健康で豊かな生活を

60粒

または

⚫ SBI VCトレード株式会社が取り扱う暗号資産XRP

⚫ XRPのお受け取りには、SBI VCトレード株式会社
の口座が必要です

⚫ 5-ALAを1粒に50mg配合したプレミアム商品

⚫ 健康維持を心掛ける方や中高年からの栄養補給に
おすすめ

100株
以上

保有株式数が100株未満の株主さまを含むすべての株主さまに、SBIアラプロモ株式会社の
商品を通常価格の50％割引でご購入いただける申込券を1枚贈呈します。

全株主さま

15

SBIアラプロモ株式会社SBI VCトレード株式会社
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2025/12/22 

BOJ 利上げ

2026/1/9

TOPIX採用

銘柄公表

2026/1/29

TOPIX組み入れ

2026/2/4

3Q決算

発表

2026/3/4 イラン情勢の先行き不

安により、利上げ期待が大幅に

後退. 国内インフレ、景気後退リ

スクを懸念

2026/4/7

TOPIX採用

係数解除公表

2026/4/28
TOPIX

買入

2026/5/1

4Q決算

発表

2026/6/15

BOJ利上げ

2026/6/19

FTSEジャパン

買入

2026/7/31

1Q決算発表
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（百万円）

IPO FACTS

上場日 2025年12月17日

公募価格 1,450円

初値 1,586円

初値騰落率 9.38%

（8/14時点）

（円）
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SBI新生銀行の「いま」と「これから」

個人投資家の皆さまへの
サイトはこちらから

株主・投資家の
皆さまへ

→個人投資家
の皆さまへ

TOPページ
→企業・IR

企業・IR
→株主・投資家
の皆さまへ

SBI新生銀行は、今後も個人投資家
の皆さまとの対話を大切にし、
積極的な情報発信に取り組んで

まいります
統合報告書2026
はこちらから 17

統合報告書

SBI新生銀行の成長ストーリーと

未来への挑戦をお届け

株主・投資家の皆さまへ

決算情報や事業内容など、

SBI新生銀行の魅力を分かりやすく

ご紹介

サステナビ
リティ経営

価値創造
プロセス

CEOメッセージ
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免責条項

⚫ 本資料には、SBI新生銀行グループ（以下「当行グループ」）の財務状況および将来の業績に関す
る当行グループ経営者の判断および現時点の予測について、将来の予測に関する記載が含まれてい
ます。こうした記載は当行グループの現時点における将来事項の予測を反映したものですが、かかる将
来事項はリスクや不確実性を内包し、また一定の前提に基づくものです。かかるリスクや不確実要素
が現実化した場合、あるいは前提事項に誤りがあった場合、当行グループの業績等は現時点で予測
しているものから大きく乖離する可能性があります。こうした潜在的リスクには、当行グループの有価証
券報告書に記載されたリスク情報が含まれます。将来の予測に関する記載に全面的に依拠されるこ
とのないようご注意下さい。

⚫ 別段の記載がない限り、本資料に記載されている財務データは日本において一般に公正妥当と認め
られている会計原則に従って表示されています。当行グループは、将来の事象などの発生にかかわらず、
必ずしも今後の見通しに関する発表を修正するとは限りません。尚、特別な注記がない場合、財務
データは連結ベースで表示しております。

⚫ 当行グループ以外の金融機関とその子会社に関する情報は、一般に公知の情報に依拠しています。

⚫ 本資料はいかなる有価証券の申込みもしくは購入の案内、あるいは勧誘を含むものではなく、本資料
および本資料に含まれる内容のいずれも、いかなる契約、義務の根拠となり得るものではありません。




